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し
ん
ど
ふ
に

「
身
土
不
二
」
の
問
題
は
、
と
く
に
「
浄
土
」
（
仏
土
・
仏
国
土
）
と
い
う
課
題
に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
「
身
土
」
の
「
身
」
と
は
、

．
し
ゅ
じ
ょ
し
っ

仏
の
身
（
仏
身
）
あ
る
い
は
衆
生
の
身
を
い
う
。
ま
た
「
土
」
（
居
住
の
場
）
と
は
「
浄
土
」
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
の
土
（
仏
土
）
と
と

も
に
衆
生
の
土
を
意
味
す
る
。
こ
の
身
と
土
と
が
、
不
二
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
「
身
土
不
二
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本

来
き
わ
め
て
宗
教
的
な
概
念
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
身
土
不
二
」
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
解
釈
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
身
体
を
も
っ
て
生
き
る
衆
生
と
い
う
存
在
（
こ

れ
を
「
身
」
と
い
う
語
で
表
す
）
は
、
そ
れ
を
支
え
る
大
地
ｌ
環
境
世
界
（
浄
土
）
ｌ
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆

に
、
環
境
世
界
も
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
衆
生
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
教
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
一

人
ひ
と
り
の
衆
生
が
感
得
す
る
世
界
は
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
（
宗
教
的
な
素
質
・
能
力
）
の
異
な
り
に
応
じ
て
、
仏
が
建
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
浄
土
」
と
は
、
衆
生
自
身
の
機
根
の
あ
り
方
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た
相
と
し
て
顕
現
さ
れ
た
世
界
で

あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
衆
生
の
成
長
（
機
の
成
熟
）
と
救
済
（
成
仏
）
が
実
現
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
意
味
で
、
衆
生
が
感
得
す
る
世
界
は
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
の
あ
り
方
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ

う
な
衆
生
（
身
）
と
そ
の
世
界
（
土
）
と
の
不
離
一
如
の
関
係
を
「
身
土
不
二
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

一
方
、
仏
教
用
語
と
し
て
の
「
身
土
不
二
」
と
は
別
に
、
農
業
や
農
業
振
興
政
策
、
食
生
活
、
健
康
な
ど
に
か
か
わ
る
「
身
土
不
二
」

（
こ
の
場
合
は
「
し
ん
ど
ふ
じ
」
と
読
む
）
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
身
」
と
は
ひ
と
の
身
体
や
健
康
、

ま
た
「
土
」
と
は
土
壌
や
地
元
で
育
っ
た
農
作
物
（
穀
物
、
野
菜
、
山
菜
な
ど
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
身
土
不
二
」
は
、
地
元
で
育
っ

た
食
べ
物
を
た
べ
る
と
身
体
に
よ
く
、
他
の
地
域
の
食
料
は
健
康
を
損
な
う
と
主
張
し
、
「
地
産
地
消
」
「
地
域
自
給
」
を
勧
め
る
考
え
方

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
の
身
体
・
健
康
（
身
）
と
地
元
産
出
の
食
料
（
土
）
と
の
密
接
不
離
の
関
係
を
「
身
土
不
二
」
と
表
現
す
る
。

は
じ
め
に
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（
１
）
中
国
天
台
の
『
維
摩
経
」
注
釈
害

ち
ぎ

本
稿
で
使
用
す
る
注
釈
書
は
、
①
中
国
天
台
宗
の
開
祖
天
台
智
顎
（
五
三
八
～
五
九
七
）
撰
『
維
摩
経
玄
疏
」
六
巻
、
②
智
顎
撰
『
維

た
ん
ね
ん

摩
経
文
疏
」
二
八
巻
、
③
智
顎
撰
・
六
祖
湛
然
（
七
二
～
七
八
二
）
略
「
維
摩
経
略
疏
」
十
巻
、
④
湛
然
撰
『
維
摩
経
疏
記
』
三
巻
、
⑤

孤
山
智
円
（
九
七
六
～
一
○
二
二
）
撰
『
維
摩
経
略
疏
垂
裕
記
」
十
巻
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
①
は
天
台
独
自
の
経
典
解
釈
法
で
あ
る
五

重
玄
義
に
よ
っ
て
、
本
経
の
内
容
を
名
・
体
・
宗
・
用
・
教
の
五
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
た
も
の
。
②
は
本
経
の
経
文
を
と
り
あ
げ
解
釈

を
加
え
た
も
の
。
③
は
智
顎
の
『
文
疏
」
二
八
巻
を
、
湛
然
が
削
略
し
て
十
巻
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
『
略
疏
」
の
釈

こ
こ
で
は
、
ま
ず
本
稿
で
用
い
る
『
維
摩
経
』
注
釈
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
次
に
天
台
の
教
説
に
よ
り
な
が
ら
、
こ
の
経
の
「
宗
」

（
根
本
テ
ー
マ
）
が
「
仏
国
土
」
（
浄
土
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
四
種
浄
土
説
を
通
し
て
、
天
台
の
「
浄
土
」
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
理
解
を
見
て
み
る
。

な
お
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
身
土
不
二
」
と
い
う
言
葉
を
最
初
に
つ
か
っ
た
の
は
、
陸
軍
の
西
端
学
大
佐
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明

治
三
十
年
代
に
陸
軍
薬
剤
官
の
石
塚
左
玄
は
、
「
日
本
と
日
本
人
と
に
適
当
せ
る
正
し
き
食
物
の
伝
統
」
を
探
求
し
、
食
養
主
義
運
動
を

①
し
ん
ど
ふ
じ

お
こ
し
た
が
、
そ
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
西
端
は
「
食
養
道
」
を
「
身
土
不
二
の
原
則
」
と
名
づ
け
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
身
土
不
二
」

②

と
い
う
考
え
方
の
源
が
仏
教
に
あ
る
と
し
、
そ
の
典
拠
を
仏
教
の
古
典
に
求
め
る
と
い
う
試
み
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ゆ
い
ま
き
ょ
う

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
中
国
天
台
宗
の
『
維
摩
経
』
注
釈
書
を
通
し
て
、
「
身
土
不
二
」
の
出
典
を
さ
ぐ
る
と
と
も
に
、
そ
の
言

ぶ
つ
こ
く
ほ
ん

葉
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
い
。
と
く
に
『
維
摩
経
」
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
そ
の
第
一
章
「
仏
国
品
」

で
「
仏
土
」
（
浄
土
）
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
「
身
土
」
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

｜
天
台
の
四
種
浄
土
説
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（
２
）
「
維
摩
経
』
の
「
宗
」
（
根
本
テ
ー
マ
）

あ
ら
わ

④
⑤

「
宗
」
と
は
、
智
顎
に
よ
れ
ば
、
「
体
を
顕
す
た
め
の
要
膜
」
で
あ
り
、
ま
た
「
理
に
入
る
た
め
の
綱
宗
」
で
あ
る
。
仏
教
の
究
極
義

ｌ
実
相
・
真
如
・
解
脱
・
仏
性
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
ｌ
を
「
体
」
あ
る
い
は
「
理
」
と
呼
ぶ
が
、
「
宗
」
と
は
そ
の
「
体
」
に
至
る
た
め

の
大
切
な
道
（
要
膜
）
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
理
」
に
入
る
た
め
の
根
本
の
方
途
（
綱
宗
）
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
宗
」
は
、
究
極

の
真
理
に
至
る
た
め
の
実
践
的
な
側
面
を
あ
ら
わ
す
概
念
で
あ
る
。
智
顎
の
『
維
摩
経
玄
疏
」
に
、

わ
た

「
体
」
は
独
り
到
ら
ず
、
こ
れ
を
求
む
る
に
方
［
途
］
あ
り
。
行
に
渉
り
因
を
修
し
て
、
然
る
後
に
［
仏
］
果
に
致
る
。
故
に
「
仏

※
※
※

国
の
因
果
」
を
も
っ
て
入
理
の
綱
宗
と
為
す
。
（
大
正
三
八
・
四
一
六
１
Ａ
）

文
は
智
顎
自
身
の
も
の
と
し
て
扱
う
。
④
は
智
顎
の
「
文
疏
』
か
ら
要
文
だ
け
を
と
り
あ
げ
解
釈
を
施
し
た
も
の
。
そ
し
て
、
⑤
は
湛
然

の
「
略
疏
」
に
た
い
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。
著
者
の
智
円
は
天
台
宗
山
外
派
の
代
表
的
な
学
僧
で
あ
り
、
本
書
は
山
外
派
の
浄
土
観
を
明

の
「
略
疏
」
に
た
い
す
る
注
釈
書
一

か
す
文
献
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
《

※
語
句
を
説
明
し
た
り
、
強
調
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
語
句
を
補
う
た
め
に
、
引
用
文
中
に
そ
れ
ぞ
れ
（
）
や
「
」
、
［
］
な
ど
を
挿
入
し

た
場
合
も
あ
る
。
以
下
の
引
用
文
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

※
※
出
典
を
し
め
す
表
示
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
大
正
大
蔵
経
第
三
八
巻
・
四
一
六
頁
・
上
段
を
意
味
す
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
維
摩
経
」
の
「
宗
」
は
「
仏
国
の
因
果
」
で
あ
る
。
「
仏
国
」
す
な
わ
ち
「
浄
土
」
を
実
現
す
る
た
め
の
修
行
（
因
）

と
、
そ
の
結
果
実
現
さ
れ
た
浄
土
の
あ
り
よ
う
（
果
）
を
説
き
明
か
す
の
が
、
こ
の
経
の
根
本
テ
ー
マ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
経
全
体
を
通
し
て
「
仏
国
の
因
果
」
が
説
示
さ
れ
閏
揚
さ
れ
て
お
り
、
「
浄
土
」
が
こ
の
経
全
体
を
一
貫
す
る
主
題
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、
以
下
、
①
～
⑤
の
注
釈
書
を
そ
れ
ぞ
れ
『
玄
疏
」
『
文
疏
」
「
略
疏
』
『
疏
記
」
「
略
疏
垂
裕
記
」
と
略
記
し
た
場
合
も
あ
る
。
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智
顎
は
『
維
摩
経
文
疏
」
巻
一
・
六
・
十
九
な
ど
で
四
種
の
浄
土
に
つ
い
て
詳
説
し
て
お
り
、
四
土
説
は
そ
の
後
の
天
台
浄
土
教
に
お

い
て
、
常
に
基
本
的
な
教
説
と
し
て
依
用
さ
れ
て
き
た
。
い
ま
『
略
疏
』
巻
一
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
仏
国
」
（
浄
土
）
と
い
う
名

称
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

う
え
ん

仏
の
居
［
住
］
す
る
所
の
域
な
る
が
故
に
「
仏
国
」
と
名
づ
く
。
（
中
略
）
仏
は
有
縁
［
の
衆
生
］
と
共
に
居
［
住
］
す
と
雌
も
、

し
か
も
仏
に
従
っ
て
名
を
受
け
て
「
某
仏
の
国
」
と
名
づ
く
。
仏
身
の
依
る
所
な
る
が
故
に
「
仏
土
」
と
名
づ
く
。
仏
の
［
居
］
住

し
た
も
う
界
分
な
れ
ば
「
仏
世
界
」
と
名
づ
く
。
仏
の
居
止
し
た
も
う
所
は
万
境
に
し
て
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
ま
た
名
づ
け
て

「
［
仏
］
刹
」
と
為
す
。
（
大
正
・
三
八
・
五
六
四
１
Ａ
）

仏
国
、
仏
世
界
、
仏
土
、
仏
刹
、
あ
る
い
は
浄
土
な
ど
種
々
な
呼
び
名
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
仏
が
衆
生
と
共
に
居
住
す
る
世
界
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
常
に
、
仏
・
菩
薩
に
よ
る
衆
生
の
教
化
・
救
済
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。
さ
ら
に
四
種
の
浄
土
に
つ
い
て
、
ま
ず

仏
国
を
明
か
さ
ば
、
諸
仏
が
物
（
衆
生
）
を
利
［
益
］
す
る
差
別
の
相
は
、
無
量
無
辺
な
り
。
今
略
し
て
四
［
士
］
と
為
す
。

（
大
正
三
八
・
五
六
四
１
Ａ
～
Ｂ
）

と
述
べ
、
仏
が
衆
生
を
救
済
す
る
方
法
や
領
域
に
は
無
量
の
異
な
り
が
あ
る
が
、
略
し
て
仮
に
四
つ
の
領
域
に
区
分
す
る
と
い
う
。
そ
れ

ぼ
ん
し
よ
う
ど
う
ご
ど

ほ
う
べ
人
う
よ
ど

じ
っ
ぽ
う
む
し
よ
う
げ
ど

が
四
種
浄
土
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
①
凡
聖
同
居
士
（
染
浄
土
）
、
②
方
便
有
余
土
（
有
余
国
）
、
③
実
報
無
障
礒
土
（
果
報
国
）
、
④

牌
）
よ
』
つ
じ
や
つ
こ
や
つ
脾
」

常
寂
光
士
（
寂
光
土
）
と
名
づ
け
る
。

簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
①
は
凡
夫
と
聖
人
（
小
乗
仏
教
の
修
行
者
な
ど
）
が
共
に
居
住
す
る
領
域
を
い
う
。
こ
れ
に
浄
土
と
稜
土
の
二
種

が
あ
る
と
さ
れ
、
我
わ
れ
が
住
む
娑
婆
世
界
と
い
う
苦
域
を
「
凡
聖
同
居
械
土
」
、
阿
弥
陀
仏
が
主
宰
す
る
西
方
極
楽
浄
土
を
「
凡
聖
同

居
浄
土
」
と
呼
ぶ
。
②
は
悟
り
を
開
い
た
阿
羅
漢
（
小
乗
仏
教
に
お
け
る
最
高
位
に
あ
る
修
行
者
）
な
ど
が
往
く
浄
土
で
あ
る
。
③
は
無

明
の
煩
悩
を
断
ち
、
真
実
の
果
報
で
あ
る
法
性
身
を
え
た
菩
薩
が
居
住
す
る
浄
土
で
あ
る
。
そ
し
て
、
究
極
の
浄
土
の
あ
り
方
を
示
す
の

（
３
）
四
種
浄
土
説
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（
大
正
・
九

お
い
っ
じ
ん
ほ
う
じ
ん
ほ
っ
し
ん

一
般
に
、
仏
（
仏
身
）
を
応
身
・
報
身
・
法
身
の
三
種
に
分
け
、
三
身
（
仏
の
三
種
の
身
体
）
と
よ
ぶ
。
こ
の
う
ち
、

衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
顕
す
仏
で
あ
り
、
た
と
え
ば
こ
の
娑
婆
世
界
の
教
主
で
あ
る
釈
迦
を
い
う
。

理
）
そ
の
も
の
を
仏
の
本
質
と
考
え
、
い
わ
ば
法
（
真
理
）
を
身
体
と
す
る
仏
を
立
て
、
こ
れ
を
「
法
身
」
と
称
す
る
。

と
説
く
が
、
こ
の
部
分
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
身
土
不
二
」
の
典
拠
と
さ
れ
る
。

智
顎
は
ま
た
「
常
寂
光
士
」
の
出
典
と
し
て
、
『
普
賢
観
経
」
の
次
の
経
文
を
提
示
す
る
。

し
ゃ
か
心
に

び
ろ
し
ゃ
な

釈
迦
牟
尼
［
仏
］
を
毘
盧
遮
那
遍
一
切
処
と
名
づ
く
、
そ
の
仏
の
住
処
を
常
寂
光
［
士
］
と
名
づ
く
。

と
呼
び
、
あ
る
い
は
ハ

で
は
こ
れ
に
続
い
て
、

ほ
っ

「
寂
光
土
」
を
明
か
さ
ば
、
妙
覚
の
極
智
所
照
の
如
如
法
界
の
理
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
国
（
仏
国
土
）
と
為
す
。
た
だ
大
乗
の
法

Ｉ
）
よ
合
つ

ち
Ｉ
）
よ
マ
フ

性
は
即
ち
こ
れ
真
寂
の
智
性
な
り
。
二
乗
の
偏
真
の
理
に
同
じ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
不
思
議
の
極
智
の
居
［
住
］
す
る
所
な
る
が
故

ほ
つ
し
よ
う
ど

に
「
寂
光
［
土
］
」
と
云
い
、
ま
た
「
法
性
士
」
と
名
づ
く
。
（
大
正
・
三
八
・
五
六
五
１
Ａ
）

と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
究
極
の
智
慧
（
「
極
智
」
）
に
よ
っ
て
悟
ら
れ
た
真
理
（
「
如
如
法
界
の
理
」
）
そ
の
も
の
を
「
寂
光
士
」

と
呼
び
、
あ
る
い
は
仏
の
純
粋
な
智
慧
（
「
妙
覚
の
極
智
」
）
が
は
た
ら
く
場
を
「
寂
光
士
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
「
略
疏
」

不
二
」
と
い
う
命
題
は
、
四
種
浄

た
い
。
『
略
疏
』
巻
一
に
よ
れ
ば
、

が
④
の
常
寂
光
土
で
あ
る
。

常
寂
光
士
は
た
だ
仏
だ
け
が
居
住
す
る
浄
土
で
あ
る
。
智
韻
の
『
維
摩
経
文
疏
」
舎
維
摩
経
略
疏
」
も
同
様
）
に
お
い
て
は
、
「
身
土

二
」
と
い
う
命
題
は
、
四
種
浄
土
の
う
ち
常
寂
光
土
と
の
関
連
で
語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
浄
土
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
見
て
お
き

し
力

た
だ
真
如
仏
性
は
、
身
に
あ
ら
ず
士
に
あ
ら
ず
し
て
而
も
身
士
と
説
く
。
身
を
離
れ
て
土
な
く
、
土
を
離
れ
て
身
な
し
。三

九
二
Ｉ
Ｃ
）

「
応
身
」
と
は
、

キ
ヂ
た
、
津
吟
（
亘
〈

た
と
え
ば
常
寂

戸、

同

前
、－ノ
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光
土
の
毘
盧
遮
那
仏
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
右
の
経
文
に
よ
れ
ば
、
応
身
の
釈
迦
仏
が
そ
の
ま
ま
一
切
の
空
間
に
遍
在
す
る
法
身
の
毘
盧
遮

那
仏
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
我
わ
れ
の
娑
婆
世
界
が
そ
の
ま
ま
常
寂
光
土
で
あ
る
、
と
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
娑
婆
即
寂
光
」
Ｉ
我
わ
れ
の

迷
い
苦
し
み
の
現
実
世
界
（
娑
婆
）
が
、
そ
の
ま
ま
究
極
の
浄
土
（
常
寂
光
土
）
で
あ
る
ｌ
と
い
う
よ
う
な
不
可
思
議
な
論
理
が
成
り
立

つ
場
こ
そ
が
、
毘
盧
遮
那
仏
の
常
寂
光
土
で
あ
る
。

（
４
）
浄
土
の
意
義

苦
域
と
し
て
の
娑
婆
（
「
土
」
）
は
、
「
火
宅
無
常
の
世
界
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
居
住
す
る
我
わ
れ
衆
生
（
「
身
」
）
は
「
煩
悩
具
足

⑥

の
凡
夫
」
と
表
現
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
下
は
こ
の
娑
婆
世
界
（
「
凡
聖
同
居
士
」
）
か
ら
、
上
は
究
極
の
浄
土
で
あ
る
常
寂
光
土

ま
で
、
浄
土
を
四
段
階
に
分
類
す
る
が
、
智
顎
は
四
種
浄
土
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
衆
生
に
と
っ

て
「
浄
土
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
「
浄
土
」
が
建
立
さ
れ
る
理
由
と
目
的
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
維
摩
経
』
「
仏
国
品
」
に
よ
れ
ば
、
「
仏
国
土
の
清
浄
」
（
仏
国
土
の
清
浄
な
る
さ
ま
）
と
、
「
菩
薩
の
浄
土
の
行
」
（
菩
薩
に
と
っ
て

の
浄
土
建
立
の
修
行
）
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
仏
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

ゆ
え
ん
い
か

じ
ょ
う
ぶ
く

衆
生
の
類
、
こ
れ
菩
薩
の
仏
土
な
り
。
所
以
は
何
ん
。
①
菩
薩
は
所
化
の
衆
生
に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
②
調
伏
す
る
所
の
衆
生

い
ず

に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
③
諸
の
衆
生
の
、
何
れ
の
国
（
仏
国
土
）
を
以
て
仏
の
智
慧
に
入
る
べ
き
ゃ
に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
④

諸
の
衆
生
の
、
何
れ
の
国
を
以
て
菩
薩
の
根
を
起
こ
す
べ
き
や
に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
（
大
正
一
四
・
五
三
八
１
Ａ
）

仏
や
菩
薩
が
浄
土
（
仏
土
）
を
建
立
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
衆
生
の
た
め
で
あ
り
、
衆
生
の
救
済
ｌ
究
極
的
に
は
「
成
仏
」
と
い
う
こ

と
ｌ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
浄
土
が
建
設
さ
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
を
教
化
し
、
最
終
的
に
は
仏
の
智

慧
に
み
ち
び
き
、
究
極
的
な
悟
り
を
得
て
、
「
常
寂
光
土
」
に
生
ま
れ
し
め
る
。
こ
れ
が
浄
土
建
立
の
唯
一
の
理
由
で
あ
り
、
目
的
で
あ

る
。
衆
生
の
成
熟
ｌ
仏
教
の
用
語
で
い
え
ば
「
機
の
成
熟
」
ｌ
と
い
う
こ
と
を
離
れ
て
、
浄
土
は
存
在
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
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な
浄
土
建
立
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
仏
・
菩
薩
の
慈
悲
の
心
で
あ
り
、
智
慧
の
力
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
浄
土
」
と
は
、
い
わ
ば
仏
・

菩
薩
の
慈
悲
と
智
慧
の
は
た
ら
き
に
覆
わ
れ
た
世
界
で
あ
る
。

『
維
摩
経
略
疏
』
に
よ
れ
ば
、
引
用
文
の
①
～
④
に
い
う
「
仏
土
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
種
浄
土
の
「
凡
聖
同
居
土
」
「
方
便
有
余
土
」

⑦

「
実
報
無
障
磁
土
」
「
常
寂
光
士
」
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
「
凡
聖
同
居
（
横
）
土
」
に
居
住
す
る
迷
苦
の

凡
夫
が
、
仏
・
菩
薩
の
教
化
を
被
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
の
智
慧
を
さ
と
り
（
凡
聖
同
居
か
ら
方
便
有
余
土
へ
）
、
や
が
て
菩
薩
の
深
い

境
涯
に
め
ざ
め
（
方
便
有
余
土
か
ら
実
報
無
障
砿
土
へ
）
、
そ
し
て
終
に
は
仏
と
同
等
の
智
慧
を
体
得
し
、
「
仏
に
成
る
」
に
至
る
（
実
報

無
障
砿
土
か
ら
常
寂
光
士
へ
）
。
そ
の
よ
う
な
衆
生
の
修
行
の
プ
ロ
セ
ス
、
あ
る
い
は
仏
・
菩
薩
に
よ
る
衆
生
教
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
四

種
浄
土
説
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
衆
生
の
側
の
「
機
の
成
熟
」
（
智
慧
の
深
ま
り
）
に
応
じ
て
、
よ
り
高
次

の
浄
土
が
顕
現
さ
れ
て
ゆ
き
、
終
に
は
衆
生
を
「
常
寂
光
土
」
の
往
生
へ
と
導
い
て
い
く
。
天
台
の
解
釈
に
従
え
ば
、
浄
土
（
四
種
浄

土
）
の
意
義
は
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
「
略
疏
」
の
引
用
文
の
①
「
凡
聖
同
居
士
」
に
つ
い
て
、
智
円
は
『
略
疏
垂
裕
記
』
巻
一
で
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

［
凡
聖
］
同
居
土
と
は
、
界
内
の
具
縛
［
の
凡
夫
］
は
未
だ
真
理
を
見
ず
。
心
神
は
動
散
し
、
善
悪
は
定
ま
り
な
し
。
菩
薩
は
方
便

（
な
ま
）

を
も
っ
て
、
其
の
［
機
の
］
生
と
熟
と
を
観
る
。
生
な
れ
ば
則
ち
［
凡
聖
同
居
］
稜
［
土
］
を
用
い
、
熟
な
れ
ば
則
ち
［
凡
聖
同

居
］
浄
［
土
］
を
用
う
。
（
大
正
三
八
・
七
一
九
ｌ
Ｂ
）

こ
こ
で
は
菩
薩
が
、
衆
生
の
「
機
の
成
熟
」
の
あ
り
方
ｌ
未
成
熟
（
「
生
」
）
で
あ
る
か
、
成
熟
（
「
熟
」
）
し
て
い
る
か
Ｉ
に
応
じ
て
も
っ

と
も
適
切
な
浄
土
を
顕
現
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
天
台
系
の
『
維
摩
経
』
注
釈
言
に
み
え
る
「
身
土
不
二
」
の
語
に
つ
い
て
考
え
る
。
以
下
、
ま
ず
「
常
寂
光
士
」
の
釈
文

二
身
土
不
二
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前
述
し
た
よ
う
に
、
法
性
士
で
あ
る
「
常
寂
光
土
」
に
居
住
す
る
仏
は
、
法
身
の
「
毘
臆
遮
那
仏
」
で
あ
る
。
「
真
如
仏
性
」
と
い
う
抽

象
的
な
真
理
そ
の
も
の
を
浄
土
と
す
る
「
常
寂
光
土
」
に
は
、
有
相
の
浄
土
も
、
有
相
の
仏
身
も
存
在
し
な
い
・
真
理
と
不
二
で
あ
る
純

粋
な
智
慧
と
慈
悲
が
は
た
ら
く
場
を
、
仮
に
「
常
寂
光
土
」
（
「
土
」
）
と
呼
び
、
そ
の
浄
土
の
主
宰
者
を
仮
に
「
毘
盧
遮
那
仏
」
（
「
身
」
）

と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
身
」
と
「
土
」
の
関
係
を
、
湛
然
は
「
身
士
こ
（
Ⅱ
身
士
不
二
）
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
「
身
士
こ
（
身
土
不
二
）
と
い
う
原
理
は
、
「
常
寂
光
士
」
に
関
す
る
こ
と
が
ら
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
湛
然
は
こ
の
原
理
が
あ

⑧

ら
ゆ
る
浄
土
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
と
見
て
い
る
。

た
だ

先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
『
維
摩
経
略
疏
」
巻
一
で
は
「
常
寂
光
士
」
に
つ
い
て
、
「
但
真
如
仏
性
は
、
身
に
あ
ら
ず
土
に
あ
ら
ず
し

し
か

て
而
も
身
士
と
説
く
。
身
を
離
れ
て
土
な
く
、
士
を
離
れ
て
身
な
し
・
」
と
解
説
す
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
智
円
の
解
釈
を
み
て
み
よ
う
。

智
円
は
『
略
疏
垂
裕
記
』
巻
一
に
お
い
て
こ
の
文
に
対
し
て
、

を
検
討
し
、
次
い
で
『
維
摩
経
」
の
「
仏
国
品
」
と
「
問
疾
品
」
か
ら
二
つ
の
文
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
解
釈
を
み
て
み
る
。

（
１
）
「
常
寂
光
土
」
の
釈
文
か
ら

智
顎
は
『
維
摩
経
文
疏
」
巻
一
で
、
四
種
浄
土
を
解
説
す
る
な
か
、
「
常
寂
光
土
」
に
つ
い
て

た
だ

し
か

※

但
真
如
仏
性
は
、
身
に
あ
ら
ず
土
に
あ
ら
ず
し
て
、
而
も
身
と
説
き
土
と
説
く
。
（
続
蔵
二
七
・
四
三
三
左
１
Ａ
）

※
『
卍
続
蔵
経
』
（
中
国
仏
教
会
影
印
卍
続
蔵
経
刊
行
会
）
第
二
七
巻
・
四
三
三
左
頁
上
段
の
意
。

と
述
べ
る
。
こ
の
文
を
解
釈
し
て
、
湛
然
は
「
維
摩
経
疏
記
」
巻
一
に
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

く
わ
し

「
但
真
」
よ
り
下
［
の
文
］
は
、
「
身
士
こ
（
身
と
士
は
一
な
り
）
を
明
か
す
。
細
く
こ
の
意
を
思
え
。
下
の
諸
文
お
よ
び
教
門
に

い

の

明
か
す
所
の
［
浄
］
土
の
義
に
至
り
て
、
皆
こ
の
意
を
以
て
往
い
て
こ
れ
を
申
ぶ
る
に
、
そ
の
理
は
ま
さ
に
尽
く
。

（
続
蔵
二
八
・
三
六
三
右
１
Ａ
）
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（
２
）
『
維
摩
経
」
仏
国
品
の
文
よ
り

⑩

仏
が
無
数
の
衆
生
に
囲
ま
れ
て
説
法
す
る
様
子
が
、
仏
国
品
の
序
（
通
序
）
の
末
尾
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

く
ぎ
よ
う
い
仁
よ
う

し
ゅ
み
せ
ん

彼
の
時
、
仏
は
無
量
百
千
の
衆
の
た
め
に
恭
敬
・
園
続
せ
ら
れ
て
、
［
か
れ
ら
の
］
為
に
法
を
説
き
た
も
う
。
書
え
ば
須
弥
山
王
の

大
海
に
顕
れ
た
る
が
如
し
。
（
大
正
一
四
・
五
三
七
ｌ
Ｂ
）

こ
こ
で
は
、
説
法
す
る
仏
の
巍
々
た
る
姿
を
「
大
海
に
そ
び
え
立
つ
須
弥
山
（
ス
メ
ー
ル
山
）
」
に
書
え
て
い
る
。
智
顎
の
解
釈
に
よ
れ

ば
、
こ
こ
に
言
う
「
仏
」
と
は
尊
特
身
（
報
身
）
の
仏
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
法
身
の
「
毘
盧
遮
那
仏
」
を
表
す
。
ま
た
、
こ
の
説
法
の
場

は
「
常
寂
光
士
」
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
智
顎
は
『
文
疏
」
巻
五
に
お
い
て
、
問
答
体
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

問
う
て
曰
く
、
何
ぞ
ま
た
「
寂
光
浄
土
」
を
表
す
こ
と
を
得
ん
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
経
（
維
摩
経
）
は
既
に
「
仏
国
」
を
以
て

あ

宗
と
為
す
。
既
に
浄
智
の
法
身
（
Ⅱ
毘
盧
遮
那
仏
）
を
表
す
、
豈
に
即
ち
浄
境
の
国
土
（
Ｉ
常
寂
光
士
）
を
表
さ
ざ
ら
ん
や
。
法
身

は
即
ち
浄
土
な
れ
ば
、
身
を
離
れ
て
別
の
土
な
く
、
士
を
離
れ
て
別
の
身
な
し
。
（
続
蔵
二
七
・
四
六
二
右
１
Ａ
）

こ
こ
で
は
、
「
常
寂
光
土
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
浄
土
」
と
「
法
身
」
（
毘
盧
遮
那
仏
）
と
が
不
二
一
体
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

更
に
こ
の
文
に
対
し
て
、
湛
然
の
『
疏
記
」
巻
上
で
は

と
注
釈
す
る
。
「
依
」
（
依
法
）
と
は
浄
土
を
い
い
、
「
正
」
（
正
法
）
と
は
身
（
仏
身
・
衆
生
身
）
を
い
う
。
つ
ま
り
、
「
依
正
不
二
」
と

は
「
身
土
不
二
」
と
同
義
で
あ
る
。
さ
ら
に
智
円
は
「
依
正
不
二
」
（
身
土
不
二
）
を
根
拠
に
し
て
、
「
身
の
成
仏
」
が
あ
る
か
ぎ
り
、

⑨

「
士
の
成
仏
」
ｌ
環
境
世
界
の
成
仏
ｌ
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

「
但
真
」
よ
り
下

去
の

土
、
豈
に
成
［
仏
］

え
し
よ
う
ふ
に
あ
ら
わ

［
の
文
］
は
、
「
依
正
不
二
」
を
顕
す
。
（
中
略
）
既
に
「
身
を
離
れ
て
士
な
し
」
と
云
う
。
身
の
成
仏
す
る
時
、

せ
ざ
ら
ん
や
。
既
に
「
土
を
離
れ
て
身
な
し
」
と
云
う
。
「
土
、
成
仏
す
」
と
言
う
に
何
の
乖
背
あ
ら
ん
や
。

（
大
正
・
三
八
・
七
一
九
１
Ａ
）

､ハ

う、



「
心
行
」
と
は
心
の
動
き
や
は
た
ら
き
の
こ
と
で
あ
り
、
「
衆
生
の
心
行
」
と
は
、
衆
生
の
日
常
的
な
煩
悩
の
心
を
い
う
。
す
な
わ
ち
経

文
は
、
仏
の
究
極
の
解
脱
（
悟
り
）
が
、
衆
生
の
日
常
的
な
煩
悩
の
心
に
お
い
て
こ
そ
求
め
ら
れ
、
成
就
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い

「
法
身
」
よ
り
下
［
の
文
］
は
、
「
身
土
不
二
」
を
顕
す
。
「
依
正
不
二
」
に
由
る
が
故
に
、
便
ち
身
を
現
せ
ば
即
ち
国
土
を
表
す
。

け
い
け
い

「
身
を
離
れ
て
土
な
し
」
と
は
、
荊
溪
（
湛
然
）
云
わ
く
、
「
此
れ
は
是
れ
、
法
身
の
身
土
不
二
の
明
文
な
り
」
と
。
（
中
略
）
請
う
、

か

［
略
］
疏
の
文
お
よ
び
荊
溪
の
意
を
観
よ
。
無
情
成
仏
、
何
の
疑
う
所
あ
ら
ん
や
。
且
つ
身
を
離
れ
て
土
な
く
、
土
を
離
れ
て
身
な

き
が
故
に
、
身
の
成
［
仏
］
す
る
時
に
、
即
ち
土
も
成
［
仏
］
す
る
な
り
。
（
大
正
・
三
八
・
七
三
九
ｌ
Ｂ
）

と
注
釈
し
て
い
る
。
智
円
も
、
湛
然
と
同
様
に
、
所
引
の
文
が
「
身
土
不
二
」
を
表
す
も
の
と
解
釈
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
智
円
は
こ

こ
で
も
「
身
土
不
二
」
（
依
正
不
二
）
を
根
拠
と
し
て
「
土
の
成
仏
」
を
主
張
し
て
い
る
。

「
身
を
離
れ
て
別
の
土
な
し
」
と
は
、
此
れ
法
身
の
「
身
土
不
二
」
の
明
文
な
り
。
（
続
蔵
二
八
・
三
六
八
右
ｌ
Ｂ
）

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
智
顎
の
所
引
の
文
が
、
「
常
寂
光
土
」
に
お
け
る
「
身
士
不
二
」
の
原
理
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
『
略
疏
」
巻
二
で
は
、
「
文
疏
』
巻
五
の
文
を
う
け
て
、
「
法
身
は
即
ち
［
浄
］
土
な
れ
ば
、
身
を
離
れ
て
土
な
し
。
［
浄
］
土
は
即

ち
法
身
な
れ
ば
、
土
を
離
れ
て
身
な
し
。
」
（
大
正
三
八
・
五
八
三
１
Ａ
）
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
智
円
は
『
略
疏
垂
裕
記
」
巻
二

に
お
い
て
、

（
３
）
『
維
摩
経
」
「
問
疾
品
」
の
文
よ
り

「
問
疾
品
」
（
病
気
見
舞
い
の
章
）
で
は
、
維
摩
と
文
殊
菩
薩
の
問
答
を
と
お
し
て
、
大
乗
仏
教
の
「
空
」
の
智
慧
や
慈
悲
、
菩
薩
行

の
本
質
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
大
乗
の
「
解
脱
」
（
悟
り
）
を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
交
わ
さ
れ
る
。

問
う
、
諸
仏
の
解
脱
は
、
ま
さ
に
何
に
お
い
て
か
求
む
く
き
。
答
え
て
曰
く
、
ま
さ
に
一
切
衆
生
の
心
行
中
に
お
い
て
求
む
く
し
。

（
大
正
一
四
・
五
四
四
Ｉ
Ｃ
）
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当
該
箇
所
の

を
見
て
み
る
と

も
し
「
衆
生
の
心
浄
け
れ
ば
即
ち
仏
士
も
浄
し
」
を
見
れ
ば
、
即
ち
衆
生
の
心
行
に
お
い
て
仏
の
三
種
の
法
身
・
解
脱
の
不
縦
不
横

な
る
を
（
中
略
）
見
る
。
ゆ
え
に
至
極
の
法
身
は
、
身
を
離
れ
て
士
な
く
、
土
を
離
れ
て
身
な
し
。
身
士
の
理
は
同
じ
（
「
身
土
理

※

同
」
）
に
し
て
、
義
（
名
）
に
異
な
り
あ
り
。
（
中
略
）
或
は
毘
盧
遮
那
［
仏
］
と
名
づ
け
、
或
は
常
寂
光
土
と
名
づ
く
。
（
同
前
）

※
「
義
に
異
な
り
あ
り
」
の
語
句
は
、
「
略
疏
』
で
は
「
名
に
異
な
り
あ
り
」
と
記
さ
れ
る
。

と
説
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
心
浄
土
浄
」
の
真
意
が
体
得
さ
れ
る
と
き
、
衆
生
の
煩
悩
の
心
に
即
し
て
、
究
極
の
法
身
と
解
脱
が

明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
究
極
の
法
身
（
毘
盧
遮
那
仏
）
の
あ
り
よ
う
は
、
仏
土
（
常
寂
光
士
）
と
不
一
二
体
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
よ

う
な
身
と
土
の
関
係
を
、
「
身
土
理
同
」
Ｉ
仏
の
身
と
土
と
は
、
究
極
の
道
理
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
ｌ
と
述
べ
て
い
る
。

当
該
箇
所
の
「
略
疏
」
の
文
は
、
前
に
引
用
し
た
『
文
疏
」
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
更
に
『
略
疏
垂
裕
記
』
の
注
釈
文

り
）
を
得
↓

疏
」
に
は
、

も
し

る
。
『
文
疏
」
巻
七
で
は
、
こ
の
文
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

じ
よ
う
み
よ
う

浄
名
（
維
摩
）
は
「
衆
生
の
心
行
中
よ
り
［
仏
の
］
果
地
の
解
脱
を
求
む
」
と
答
う
。
此
の
経
（
維
摩
経
）
に
は
「
其
の
心
浄
け

れ
ば
、
則
ち
仏
土
も
浄
し
」
と
云
う
。
い
ま
衆
生
の
心
行
を
観
［
察
］
し
て
、
本
性
清
浄
の
智
に
入
り
、
衆
生
の
心
の
源
を
窮
む
れ

あ
ら
わ

ば
、
即
ち
諸
仏
の
解
脱
の
果
を
顕
す
。
（
続
蔵
二
八
・
二
二
右
Ｉ
Ｂ
）

『
維
摩
経
」
「
仏
国
品
」
の
浄
土
説
は
、
簡
潔
に
「
心
浄
土
浄
」
（
心
浄
け
れ
ば
土
浄
し
）
と
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
維
摩
経
」
に

よ
れ
ば
、
浄
士
と
は
、
衆
生
と
無
関
係
に
ど
こ
か
に
存
在
す
る
空
間
の
こ
と
で
は
な
い
。
浄
土
は
衆
生
の
心
の
投
影
で
あ
り
、
衆
生
の
心

の
浄
ら
か
さ
（
Ⅱ
智
慧
の
深
さ
）
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
浄
土
が
顕
現
さ
れ
る
。
引
用
文
の
「
本
性
清
浄
の
智
に
入
る
」
や

「
諸
仏
の
解
脱
の
果
を
顕
す
」
と
は
、
衆
生
の
「
心
浄
」
（
心
の
浄
ら
か
さ
）
が
極
ま
り
、
仏
と
同
等
の
智
慧
を
得
、
同
等
の
解
脱
（
悟

り
）
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
「
心
浄
」
の
極
ま
り
に
お
い
て
顕
現
さ
れ
る
究
極
の
浄
土
が
「
常
寂
光
士
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
文
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以
上
、
天
台
教
学
に
お
け
る
「
浄
土
」
お
よ
び
「
身
土
」
に
つ
い
て
基
本
的
な
見
方
を
述
べ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
「
身
士
不
二
」
の
意
義

を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
お
く
。

①
「
身
士
不
二
」
の
「
身
」
と
は
仏
の
身
（
仏
身
）
、
あ
る
い
は
衆
生
の
身
を
い
い
、
一
方
「
土
」
（
居
住
の
場
）
と
は
浄
土
の
こ
と
で
あ

り
、
仏
の
土
（
仏
土
）
お
よ
び
衆
生
の
土
を
い
う
。
「
身
」
と
「
土
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
は
存
在
で
き
ず
、
両
者
は
常
に
不
離
一
体

の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
「
身
土
不
二
」
と
よ
ぶ
。

②
今
回
と
り
あ
げ
た
中
国
天
台
の
『
維
摩
経
」
注
釈
書
で
は
、
「
身
土
不
二
」
は
、
四
種
浄
土
の
う
ち
、
と
く
に
、
浄
土
の
究
極
的
な
あ

り
方
を
示
す
「
常
寂
光
士
」
を
説
明
す
る
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
身
土
不
二
」
と
は
、
「
常
寂
光
士
」
に
お
い
て
成

り
た
つ
仏
身
（
毘
臆
遮
那
仏
）
と
仏
土
（
常
寂
光
士
）
と
の
融
合
的
な
関
係
（
不
二
）
を
意
味
す
る
。
な
お
、
宋
代
の
孤
山
智
円
は
「
身

土
不
二
」
の
考
え
方
を
根
拠
に
し
て
、
「
土
の
成
仏
」
（
環
境
世
界
の
成
仏
）
を
強
調
し
て
い
る
。

③
今
回
と
り
あ
げ
た
『
維
摩
経
」
注
釈
書
の
な
か
で
、
「
身
土
不
二
」
と
い
う
用
語
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
湛
然
の
『
維
摩
経
疏
記
」
に

お
い
て
で
あ
る
。
天
台
智
顛
の
著
述
弓
維
摩
経
玄
疏
」
『
維
摩
経
文
疏
」
）
に
は
、
「
身
土
不
二
」
と
同
じ
意
味
を
も
つ
「
依
正
不
二
」

「
身
土
理
同
」
な
ど
の
用
語
は
記
さ
れ
る
が
、
「
身
土
不
二
」
の
用
語
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
湛
然
は
と
く
に
「
身
土
不
二
」

「
若
見
」
（
も
し
「
衆
生
の
…
…
」
を
見
れ
ば
）
よ
り
下
［
の
文
］
は
、
依
正
不
二
を
明
か
す
。
（
中
略
）
「
所
以
至
極
」
（
ゆ
え
に
至

れ
が

く
わ

極
の
）
よ
り
「
名
有
異
」
（
名
に
異
な
り
あ
り
）
に
至
る
［
文
］
は
、
幸
に
重
わ
く
は
後
徳
（
後
世
の
賢
者
）
よ
、
細
し
く
こ
の
文

あ
き

を
読
み
て
一
心
に
遍
く
収
め
よ
。
こ
こ
に
お
い
て
無
情
成
仏
を
暁
ら
む
く
し
。
（
大
正
三
八
・
八
一
七
１
Ａ
）

と
記
さ
れ
る
。
智
円
は
「
若
見
」
以
下
の
文
が
、
「
依
正
不
二
」
（
身
土
不
二
）
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
で
も
「
身
土
不

二
」
の
考
え
方
に
依
拠
し
て
、
「
無
情
成
仏
」
（
仏
土
の
成
仏
）
を
強
調
し
て
い
る
。

お
わ
ｈ
／
に
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と
い
う
語
に
注
目
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

④
仏
教
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
考
え
れ
ば
、
「
身
土
不
二
」
と
い
う
語
が
、
「
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
食
べ
物
を
た
べ
る
と
身
体
に
よ
く
、
他

の
地
域
の
食
料
は
健
康
を
損
な
う
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
仏
教
思
想
と
し
て
の
「
身
土
不
二
」

は
、
本
来
き
わ
め
て
宗
教
的
な
概
念
で
あ
る
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
浄
土
（
士
）
と
は
、
そ
こ
に
居
住
す
る
衆
生
（
身
）
の
心
の
成
熟
と
救

済
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
仏
の
智
慧
と
慈
悲
の
力
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
衆
生
の
成
熟
ｌ
仏
教
の
用
語
で
い
え
ば
「
機

の
成
熟
」
ｌ
を
離
れ
て
浄
土
の
存
在
意
義
は
な
い
。
「
身
土
不
二
」
と
は
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
衆
生
」
（
身
）
と
「
浄
土
」
（
土
）
と
の

宗
教
的
な
関
係
の
あ
り
よ
う
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。

な
お
、
「
身
士
不
二
」
（
し
ん
ど
ふ
に
）
の
正
確
な
出
典
に
つ
い
て
は
、
智
顛
の
他
の
著
述
や
智
顎
以
前
の
中
国
仏
教
の
諸
著
述
、
あ
る

い
は
日
本
仏
教
の
諸
師
の
著
述
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
身
土
不
二
」
（
し
ん
ど
ふ
じ
）
の
出
典
と
も
あ
わ
せ
て
今
後
の
課
題

と
考
え
た
い
。

註
①
櫻
澤
如
一
『
石
塚
左
玄
』
（
伝
記
叢
書
一
五
八
、
大
空
社
、
一
九
九
四
）
、
序
、
五
一
頁
、
一
二
○
頁
な
ど
。

②
山
下
惣
一
『
身
土
不
二
の
探
究
』
（
創
森
社
、
一
九
九
八
）
、
九
九
頁
～

③
智
顎
の
著
述
の
書
誌
的
な
解
説
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
英
「
天
台
大
師
の
研
究
」
（
百
華
苑
、
一
九
六
一
）
、
四
一
六
頁
～
、
ま
た
湛
然
の
『
維
摩

経
疏
記
』
に
つ
い
て
は
日
比
宣
正
『
唐
代
天
台
学
序
説
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
六
）
、
三
四
七
頁
～
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
「
法
華
玄
義
』
巻
九
、
大
正
三
三
・
七
九
四
ｌ
Ｂ

⑤
「
維
摩
経
玄
疏
』
巻
一
、
大
正
三
八
・
五
一
九
１
Ａ

⑥
「
火
宅
無
常
の
世
界
」
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
の
語
句
は
共
に
「
歎
異
抄
」
後
序
よ
り
。

⑦
「
弓
維
摩
経
』
仏
国
品
の
］
文
に
云
わ
く
、
所
化
の
衆
生
に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
調
伏
す
る
所
の
衆
生
に
随
っ
て
仏
土
を
取
る
。
（
中
略
）
諸
の

衆
生
の
、
何
の
国
を
以
て
菩
薩
の
根
を
起
こ
す
べ
き
に
随
う
と
。
も
し
四
［
種
浄
］
土
に
対
せ
ば
、
宛
然
と
し
て
相
い
似
た
り
」
（
「
略
疏
』
巻
一
、
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⑩
『
維
摩
経
略
疏
』
巻
一
の
「
分
文
」
（
科
文
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
維
摩
経
」
の
序
論
（
序
分
）
は
「
仏
国
品
」
の
偶
頌
の
部
分
ま
で
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
「
彼
の
時
、
仏
は
：
．
…
一
切
の
諸
来
の
大
衆
を
蔽
い
た
も
う
」
ま
で
が
「
通
序
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
を
「
別
序
」
と
す
る
。
（
大
正
三

八
・
五
六
三
頁
参
照
）

大
正
三
八
・
五
六
五
１
Ａ
）
。
ま
た
『
略
疏
」
巻
二
で
は
、
こ
の
四
文
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
が
述
べ
ら
れ
、
四
種
浄
土
と
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い

る
（
大
正
三
八
・
五
八
九
ｌ
Ｂ
～
五
九
○
ｌ
Ｂ
）
。

⑧
湛
然
の
「
十
不
二
門
」
中
の
「
依
正
不
二
門
」
参
照
。

⑨
智
円
は
『
維
摩
経
略
疏
垂
裕
記
」
の
序
に
お
い
て
、
「
無
情
成
仏
」
（
土
の
成
仏
）
に
つ
い
て
の
謬
見
を
正
す
こ
と
が
本
書
執
筆
の
理
由
の
一
つ
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
大
正
三
八
・
七
二
１
Ａ
参
照
）
。
ま
た
、
「
土
の
成
仏
」
に
つ
い
て
は
、
．
仏
成
道
、
、
観
見
法
界
、
草
木
国
土
、
悉
皆
成

仏
」
二
仏
成
道
し
て
法
界
を
観
見
す
る
に
、
草
木
も
国
土
も
悉
く
皆
成
仏
せ
り
）
と
い
う
偶
が
有
名
で
あ
り
、
天
台
本
覚
論
で
し
ば
し
ば
取
り
あ

〃
い
」
（
一
〃
隅

げ
ら
れ
る
。
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